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2022 交歓会を開きました
1月 9日、三丁ロカフェ(青葉区たまプラー切 で新年交歓会を開きました。遠藤副理事長の司会・

進行により、初めに佐川理事長がご挨拶 (裏面)し、各参加者が自己紹介・近況報告を行いました。

また江森孝至さんに、ハーモ三カでクラッシック曲を演奏していただきました。

なお、先の衆議院選挙で当選(3期日)した山崎事務局長に、お祝いの花 (胡蝶蘭)をお贈りしました。

また、今年から専用電話の相談予約受付担当が中山彩子さんから石丼あさみさんに交替しましたが、

これまで 3年間担当していただいた中山彩子さんに、感謝の花束をお贈りしました。

今年は、仕事の都合で遅れて参加された人や早めに帰られた人がいましたが、役員・ 顧間、専門

スタッフ、賛助会員など 28名が参加し、感染防止に留意しつつ、短い時間でしたがケーキ&お菓

子 &飲み物をいただきながら楽しいひと時を過ごしました。
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ご挨拶 (要旨 )

新年明けましておめでとうございます。オミクロン株の感染がここ数日で急拡大していますので

心配しましたが、今日、2年 6ヽ りに皆んなで新春初顔合わせの集まりを開<ことができ、こうして

善き仲間の皆さんとお会いできて、大変嬉し<思います。

この 2年間、横浜市内の地域福祉活動は停滞を余儀な<され、私たちの NPO活動も、定例無料

相談を一時中止したリチャリティコンサート等のイベント事業を自粛するなど、大きな制約を受け

てきました。コロす禍の終息はまだ見通せませんが、今年は 3回 目のワクチン接種が始まり、また

飲み薬の開発も進められていますので、世の中の諸活動が次第に活発化すると闇われます。

NPOよ りそいサポー ト・ネットワークの地上或福祉活動は、間もな<8年 目に入ります。私たち

は活動を始めた時に、「人は皆、一人ひとりかけがえのない存在であり、人々から愛され人事にさ

れるべき人間」であるということを共通認識として、「困っている人や孤立 している人、弱い立場

にある人々に、温か<寄り添い、―人でも多<の方々が安lい して暮らせるようサポー トし地i或福祉

に貢献する」という理念を掲げました。

今年は、この理念を再び高<掲げて、地i或の人々から信頼される福祉活動とそれに相応 しい体制

を整えて、用い切つた本格的な取り組みを進めていこうと思つています。そして福祉活動を通して、
“地1或社会に貢献する存在"“人々に希望を届けられる存在"に成長していきたいと願つています。

継続は力です。私たちは隣人愛による福祉の無償ボランティアであることをいつも忘れずに、今

年も、心を込めて、心と力を寄せ含つて皆んなで―緒に進んでいきましょう。 (理事長 佐川英美)

次回、2月 6日 (日 )の “定例無料相談"と “やすらぎカフェ"は、デジタルライフ

の専門スタッフに来ていただいて、パソコン・|パ ット・|フ ォーンなどの『デジタル

何でも相談』を行います。ソフト・ハード面で矢□りたいことや困つていることがある

方は、ぜひおいで下さい。

・ 日 B寺  2月 6日 (第一日曜日)午 後 1～ 38寺

・ 場 所  6、れあい青葉 (横浜市青葉区福祉保健活動拠点)

・講 師  デジタルライフ・プランす― 中川寛子さん

2階

無料相談のお問含せ。ご予約は

NPO専 用電話 070-3345-5502
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